
18

qH

可
司
ｊ
判
『
ｕ
“
０
町
‐
司
叩
Ｊ
山
叩
’
．
１
Ｊ
Ｊ
１
判

〔

、

Ｊ
Ｊ
‐
’
●
４
１
‐
、
‐
、
１
１
。
．
‐
‐

～ ~．

．、

算）

鍵：

■”

農 業振興事業につ|’ い て
一一一ｰ－

ｊ
品
４
１
口
－
Ｎ
、
４
４
門
●
岨
叩
●
珂
川
時
固
】
削
・
１
咽
喝
岨
。
。
’
‐
。
・
・
凸
も
、
。
‐
引
４
．
．
Ｄ
ｑ
Ｆ
・
Ｉ
‐
１
当
ロ
ー
争
判
毎
到
司
で
、
・
鐸
。
『
．
口
到
９
咽
１
４
口
帝
３
も
Ｊ
ｊ
Ｊ
●
４
列
１
可
マ
ー
曲
・
ｊ
１
１
Ｊ
１
ｑ
３
．
。
＄
一
り
そ
、
弓
手
当
。
』
．
銅
制
、
‐
●
ｚ
喝
Ｉ
、
Ⅵ
ｐ
ｂ
ａ
‐
‐
Ｉ
畑
口
‐
匂
１
ｑ
Ｊ
‐
‐
Ｊ

●新規事業

農業体験ファーム（体験農園）事業

【予算額】1，000千円

●主な予算の増減
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（1）都市農業経営パワーアップ事業

【予算額】28，，750千円

東京むさし直売会による施設整備

(2)産業まつり（農業祭部門運営委員会）補助事業
，I・

【予算額】1，1000千円=>1，500千円

I変更内容】市制施行50周年記念事業、

(3)畑からまつしぐら事業

【予算額】2ぅ500千円→2，100千円

内訳：資材補助1，500千円

移動式直売所600千円（3基程度予定）

J4

夕

(4)小学校給食地場産農産物利用促進事業

【予算額】'5，870千円→4，308千円‘

24年度からは､児童一人当たり年間300円を超える部分に対し、

地場産農産物購入金額の3分の1を学校へ補助港

､
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一アップ事業｛都が市)，28；7:50千円

鐙::8,750千円）20,000%千円、 ●寸里■4
･h

魅力ある都市農業育成対策事業の引き継ぎ事業です

（1）目的、§

多様化する消費者のニーズに応えるとともに、大消費地という東京の経営環境を最大限に活かした意
欲ある農業者を核とした都市農業の育成を目指します｡農業者の優れた創意工夫を発揮した経営改善。

転換に取り組むことを支援し、農業者のみならず市民にとづても魅力ある都市農業を実現することを目
的とします…

（2）補助対象主体~

農協又は3戸以上の農家で構成する農業法人や営農集団(現在の経営状況と今後5年間の営農計画や
経営方針､施設整備の必要性等を｢農業経営計画書｣として提出できるもの｡)｡担い手(認定農業者等）
を中心とした農業者を対象としますざ

（3）補助対象事業

…メニュー事業｡地域農畜産物の品質向上や高付加価値化､減農薬栽培や観光農園食の安全､安心に
取り組むための施設、新技術の導入による先進施設等から選択します｡前年度にヒヤリング、推進協議

会で事前評価、採択要件審査があります。半
（41事業単位
ユ事業単位50，0万円（上限事業費5，000万円）′

;’（5）補助金額‘

補助対象事業の3/4以内(都2/4画一
※平成24年度は、共同直売所へ出荷する農家がパイプハウスを設置し、周年を通じた地場産農産物の流通体

制を整備する｡グー
事業実施主体東京むさし小平経済センター直売会．

一

(謬也産地消推進事業1，450千円

事業主体：JA東京むさし小平支店

(1)事業目的．

､学校給食の地場産農産物の利

§

用の増大をすすめ、さらには､市内飲食店を含めた市全体の地場産農産物の需要の拡大による地
産地消を推進します。

地場産農産物を配送するための車両及び配送要員等地場産農産物の物流ｼｽﾃﾑを構築する
ことで､学校給食食材の地場産農産物の円滑な供給と配送を行います。J

①車両リース料及び燃料等維持管理経費

い鰯JJ
②学校給食食材Q蝿騨皇慈1糞折
③地産地消推進に向けたPR等経費‘

地場産農産物

め、さらには

19
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〆【農量撫塵…1脚…こ……〈
給食献立に沿った計画的な需要の増大と､一定の価格(直売価格)によって農
家にどづでは安定した販路と収入が見込まれます。…

布でば学校給食で地場産農産物の利用の増大を図ることによって､地産地消
推進を推進と農業所得の向上が図れるものと考えております…

帝「小学校給食地場産農産物利用促進事業」による需要の喚起とともに､本事業

；Iこよって地場産農産物の市内物流システムを構築しますが

：農家の皆さまにあっては､学校給食を販路の一つとした農業経営について考え
てみてはいかがでしょうか。
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顧雲善給食地場庫農産物|利用促進事業側8千円
事業主体，:小平市立小学樹7.淑苧↓皇ら…
(1)事業の目的‘

農家にとって小学校給食へ地場産農産物を供給することは、安定した販

利な価格再販売できることから、小学校給食側の需要を喚起しますq

(2)事業の概要
小学校給食において、地場産農産物の納入を促進するため、市内農家の

販路拡大を自的に;給食食材に地場産の農産物の利用に応じて補助金を

漁豊w州,+I紬0‘
児童1人当たり年間300円を超えた地場産農産物の購入費用の3分の
1を給食会計べ補助

産農産物を供給することは、安定した販路の確保及び市場価格より有

小学校給食側の需要を喚起します｡， ，：

軸e①¥■■

I｡

旧)今後の学校給食地場産農産物利用促進のすすめ方：

…①平成#23年度から小平市地産地消事業を実施し地場産農産物の物流システムを構築します。、

各学校に直接納入できる農家は納入をしていただくほか、学校から小平市野菜組合に注文を受けた

農産物は､JAが各学校に配送を行います。

②学校給食に向けた作付けや販売体制によって農業経営が安定し収入増が図られます。‐
1ﾏ

：／学校給食は,事前に計画された献立により継続的な利用が見込まれます｡また､地場産農産物を給
UQgp■､

γ食で使用することによ:り､子どもたちに食や農業の大切さを実感してもらい孔未来の都市農業の応援
・唾●毎■●宇凸

へ団になづてくれます．:価格も直売価格の水準で決められますので和計画的な作付けと納入によって農

へ業収入iの増大が見込まれます。
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の中核農家として強い経営体の育成を行いますす一
(2)事業の概要…小

農業経営改善計画の目標達成に必要なた施設.機械等の整備補助.べ
(3)予算概要

①1経営体15万円を限度（事業費の1／2以内）1年に15経営体を予定。
他に､経営改善のための講演会や;情報提供などを行う予定｡

小型のものなどモデルの追加の

検討を行っております。

(3)予算概要

補助率1／3以内

袋（移動式直売所は1／2以内）

墨悪里、

(2)事業の概要．．

①直売推進:､個人直売所､看板､ﾏｯプ、販売用資材｛のぼり･袋等）必ず｢畑からまつしぐら」の
マークを使う

②ブランド化推進：梨・ブルーベリー・うど等特産農産物の出荷・流通用資材
③移動式直売所：平成21年度設置した直売所を参考に、

15万円

②プレート、のぼり旗等PR用品の作成｡､.
③農業講演会寸簿記講習会等の研修会の実施

(1)事業目的

「畑からまつしぐら」のキヤッチコピーで、小平産農産物をPRすることに

より、地産地消の推進を図ります。

平成23年度は､移動式直売の設置補助を行い､収穫季節や畑の場所に適応
､0

できる直売体制を整備します。

F言

補助率1／3以内

補助率1／2以内）．鰯：
､らまつしぐら事業2，100千円
平成24年度移動式直売所に600千円

〆 F心瀧事業主体：JA東京むさし小平支店

21
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(謬景境保全型農業推進事業4，647千円補助率1／3以内
苛Q屯●g

※平成23年度から※ミックス堆肥1／2、環境保全型資材は1／;2以内

22

､画『

ミックス堆肥は1/2
事業主体：JA東京むさし小平支店
（1）事業目的

有機質を含んだ堆肥､肥料等に補助を行い､農薬をできるだけ減らした安全で安心な農産物の生産を
支援します。”，

（2）事業の概要

､

／

①有機質を50パーセント以上含む有機堆肥肥料及び油粕などの

有機質単肥。

②生分解マルチなど環境保全型資材

③小学校給食から排出された食物資源を原材料とした千成産業(株）

の「ミックス堆肥」補助

(3)予算概要

補助率：有機肥料：補助率ユ／3以内

環境保全型資材：補助率1／2以内

ミックス堆肥：1／2

■「ミックス堆肥」について補助率を2分の1確保します。 』6

も

』

＜参考＞

|東京都特別栽培農産物認証制度’

この制度は、都内で生産された特別栽培農産物（農産物を栽培する間、

常の5割以上削減して生産した農産物のこと）を東京都が認証するもので《
，い・

認証された特別栽培農産物等は､東京都がその栽培管理状況等を確認したう・

えで、「認証マーク」がつけられ、消費者の食卓に届くシステムです。

①認証の対象となる農産物
ﾉ･

認証の対象となる農産物は、「特別栽培農産物に係る表示ガイドライ

ン」に基づき､農薬と化学肥料の使用量について都の定めた基準以下で栽

培管理ざれることが前提です。節減対象農薬。化学肥料栽培等の4栽培形

節減対象農薬と化学肥料を通

！
．
》
。
・
１
４
ｑ
ｄ
４
‐
。
』
；
Ｊ
ｊ
』
０
４
針
１
３
．
算
。
ｆ
含
守
・
Ｉ
牙
ワ
輿
副
ｊ
０
ｊ
Ｉ
・
４
１
町
目
月
４
１
餌
Ｄ
Ｊ
・
色
‐
…
．
ｌ
‐
‐
ｑ
‐
ロ
１
４
４

‐
ｊ
削
守
‐
‐

培管理ざれることが前提です｡節減対象農薬｡化学肥料栽培等の4栽培形態を対象とした特別栽培農産
物を栽培する指針となる（東京都特別栽培農産物認証要領別表1）では35種類の農産物が対象となっ

ています。

節減対象農薬℃化学肥料栽培では農薬の使用回数、肥料の使用量（窒素対象）について、それぞれ通

常使用の50％以上減らすことが必要です｡；

|東京都特別栽培農産物認証制度
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認証対象とする農産物，栽培形態

卑一＝＝一

卜占

事業主体:産業まつり農業部会運営委員会1帥ズハ
(1)事業目的

産業まつりを開催しf農産物品評会をはじめ、市内農業を広くPRすることによって、市民の支持と

理解を得た都市農業の振興を図ります。

(2)事業の概要

産業まつり運営経費の補助

(3)予算概要

補助対象息会場設営費、広告宣伝費、事務費

平成24年度は、市制50周年事業を、産業まつり実行委員会として実施。

羅業まつり(農業部門)補助，福00千円(市制50周年事業）Lﾛ●､

年

･平成19

平成20

平成21

申請者

"1団体
(6名）

1団体

(6名）

1名

1団体

(5名）

1名

－，栽培形態

無農薬無化学肥料栽培

減農薬減化学肥料栽培

節減対象農薬不使用､化学肥

料不使用
節減対象農薬5割減､化学肥
~■凸

料5割減．

節減対象農薬不使用､化学肥

料不使用
節減対象農薬不使用､化学肥
料5割減

節減対象農薬5割減､化学肥

料5割減

作物種類

3種類

7種類

3種類

8種類

1種類

1種類.’

7種類

栽培面積縁

’1,.000㎡

3,100㎡

1,000㎡

4,100㎡

100㎡

400㎡

4，650㎡、

生
鮮
野
菜
等

■

、

農産物名

アシタバ

サツマイモ、サトイモ、ジャガイモ、スイードコーン、

オクラ、ホウレンソウ、コカブ、カリフラワー、キャベツ、

コマツナ、ダイコン、ハダイコン、ハクサイ、

ブロッコリー、ミズナ、ウド、カボチャ、キュウリ、

シュンギク、非結球レタス、レタス、ニンジン、トマト、

ミニトマト、ナスィシシトウ；ピーマン、エダマメ、

サヤインゲン、タマネギ、ネギ、ラッキョウ、茶

栽培形態か

節減対象農薬：栽培期間中不使用

化学肥料：栽培期間中不使用

禦籍議慧駕鶏
節減対象農薬：栽培期間中不使用

ﾊ化学肥料：当地比5割減

節減対象農薬：当地比5割減

化学肥料：栽培期間中不使用

節減対象農薬：当地比5割減

化学肥料：当地比5割減



【参考】平成22年度事業内容

、
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《'零也域と歩む農業推進事業平成22年度から予算の増額1,600千円→2,000千円

事業主体:､農業団体

(1)事業目的

市内の農業団体が行う農業が地域と共生していくためのイベント、PR事業じ補助をおこない、市民

とふれI齢を目指す豊かで快適な暮らしを支える地産地消型農業経営の実現を図ります．
(2)事業の概要

助を事業補助に切り替え、市民交流、地産地消を営農集団が推進まる事業
一一＝一Iニーーー1これまでの業種鯉

に対し補助母

(3)予算概要．、

補助率：2／3以内

這睡[と歩む議推進事業平成"年度から予算の蝋600千円→:川千円

r

ノ

”

事業実施主体

小平市果樹組合

小平ブルーベリーの会

小平市都市農政推進
協議会

小平市園芸組合~．

■

西
公

JA東京むさし小平ピク

ルスの会

内容

果物まつり

ブルーベリーまつり

ブルーベリー販売資材等

こだいら農業ふ才1あいツアー

二中6四中植栽事業

産業まつり

ウェルカムツリー

歳末大市宇煮団子等の販

売」

事業実施主体

■

凸

東京むさし農業協同組合

小平地区青壮年部

小平巾産業まつり

農業部会運営委員会

東京むさし小平

経済センタ･一直売会

小平市野菜組合．
■

小平市観光農業協会

内容

q

野菜即売会

産業まつり，

チャリティー野菜詰め放題

産業まつり花マット

即売会（夏・歳末）

懸垂幕

うど料理講習会及びうど即

〈
云

一
元

消費者交流会

宣伝資材等
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鰯学童農園事業 4，750千円

需蓋請阜苧家Jlf波側調い?一J
市内農地を学童農園として指定し､農業体験学習をを通じて児童の自然や環境への理解を進めると
ともに$都市における農地の多面的な機能を通通じて都市農業への理解を深めます。
:(2)事業の概要、

市内小学校から徒歩で10分程度以内の距離で面積約500㎡の農地を学童農園とし､農家･市・

JAで覚書を交わす｡農家が肥培管理し､学校は農業体験を授業等に組み込んで子どもたちが､畑に
出向き､農家の指導により農業体験を実施。～
(3)予算概要‘

収穫物購入費、指導謝礼を利用料として1農園あたり25万円

(4)学 を確保し、農家が小学校の子どもたちに指導に当たっていただきます。

声言

晒蜘民による農家支援事業200千円乱①①

，雨唾妻〆

事業主体E援農ボランティア：JA東京むさし小平支店，。、

市民活動団体（グループ)～

（11事業の目的

一‘都市農業気農地は計新鮮で安全な農産物を提供するほか、毎

"日の生活の中に潤いと安らぎを与え､多くの市民が期待を寄せ

ております。

一方、農業従事者の高齢化や担い手不足が大きな課題となって

おり、市民が農業の担い手の一人として都市農業を支えるしくみ

づくりを進めます：

(2)事業の概要へ

JA東京むさしが実施主体となって､援農ボランティアの養成及び農家とのマッチング等を行います。

ボランティアの養成に当たっては、東京都農林水産振興財団が座学を実施し、JA（市）が実技を実施

しますb農家での実習は、ボランティアが2～4名のグループになって.8ケ月程の間で1回を2時間
単位で合計10回行います

凸

25
、

夕

秒

【
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■援農ボランティア実績

f

(2)予算概要

補助率10分の10

(1)事業の概要…

‐ず市民がi作付けから収穫までを農家の指導のもとで体験しく収穫物を購入するというのが農業体験
農園です。

：区画貸しの農園と違うのは、農家の農業経営の一環であるということと（安定した収入も得られ

る)、j亡の方法だと、生産緑地法の主たる従事者として証明が可龍(買取申し出ができる)"なこと、

、相続税納税猶予農地での経営が可能といわれていることです｡…市民からは､‘農業技術の指導が受け

られ､しかもプロが作ったのと同じような作物を収穫できることで好評です。

なお<運営の原則は、対象農地について、あくまでも経営主である農家が肥培管理を行い、その

指導のもと､:市民が農業を体験するということにあります6つまり農家自らが開設する自営型の農

へ園に、入園者がその農作業の一部を行うために入園するということです。

|ボランティア受け入れ農家を募集します’
■
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養成事業実施にむけて、今年もボランティアを受け入れて下さる農家を募集
イ00D

します。

「忙しい時に人手は欲しいが､実習まではできないなあ｣｢ボランティアだとくあ
。。：･

て〉にはできないし」といったお話も伺います。

しかし､：11年間の養成事業により、農業に関心を持ちザ真剣に農作業に取‘

り組むボランティアさんの活躍する姿も多く見られるようになりました｡I：
地域住民の農業に対する理解の促進のためにもTぜひ､ボランティアの受けう

いいたします。：

事業主体:‘体験農園を設置する農家

■、､●

.ボランティアの受け入れについてよろしくお願

一＝、

、u農業体験ﾌｧー ﾑ(体験農園)事業’’000千円（新規）

ノ

コース．

受入農家数（戸）

申込者数（人）

受入者数（人）

修了者数（人）

野菜コース

10～20年度

21

200

158

・145

花きコース‘

、10年度、

3

29

15

13

果樹コース

13年度

2

｡

F

D

4

合計

26

230

174

16．2



(2)現在市内で開園している体験農園
ddHa

、 農園名一

畑のおじさん

(天神町2丁目）

みのり村

(上水本町1;丁目）

華農園、

(小川西町5丁目）

b妬Pも①｡

募集区画

30区画，

(約30㎡）

30区画ミ

(約10㎡）
他に共同区画あり

30区画…

(約30㎡）

辞
合 計

｣※農家にとってのメリッ 卜’

Hl9
、■

･30

30

60

H20

60

(26）

50

(23）

20

(18）

130

少

H21；

75

60

（58）

35，

．（32）

170

.｡,｡,･･･.~~ず｡'；.‐．.，

、納税猶予の適用が受けられ､一定の収入が見込めます。（1000㎡で30区画､:1区画年間40,00q円と
して,000㎡で,20万円)。また､播種から除草等の管理及び収穫まで来園者が行うたあ､農作業の軽減
が図られます。また沖安定した顧客を抱えることが出来ることで都市農業の理解が求められますd＝

生産緑地を対象とした場合､農業体験農園は相続税等納税猶予制度が適用される可能性があり､入園料
や管理料､収穫された野菜の売上などにより、安定じた農業収入が得られるといづた利点があります。

|※農家の方が､一般の方に直接農地を貸し出すことはできません。11（農地法による制限）
特例として、 貸し出しができる場合は以下の場合です。 ただし､自ら耕作を行わないだめ、相続税納

税猶予制度の適用は受けられません。

①特定農地貸付法により、地方公共団体または農業協同組合(組合員の所有する農地に限る）が行う農地
の貸付で、10アール未満で5年以内借りる人は相当数の者を対象に営利目的で農作物の生産を行わ
ないことなど、一定の条件のもと、農業委員会の承認を得なければなりません｡一‘：

②市民農園整備促進法により、市民農園開設者（農家）が整備運営計画を作成し、農業委員会の決定を受
1ﾅ、都知事の同意を得、さらに市の認定を受けなければなりません。なお、認定にあたっては、農地の

場所や面積が適切であり、周辺の道路や下水道など公共施設の有する機能に支障なく〈利用者の募集や
選考の方法が公平かつ適正であり、農機具収納施設や休憩施設、トイレなどが整備されていることなど
が条件となります6

織詠
、薮

,『

金井駅南口花壇整備及｛委託事業）

平成22年度に花小金井駅南口ロータリー花壇前面にブルーベリーを植栽し、

小平市を訪れる方や駅を利用する人にブルーベリーの四季の彩りを楽しんでい･1T

ただいて.おります｡．

､

【花壇維持管理】小平市果樹組合〔ブルーベリー部会）
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